
東海防衛支局東海防衛支局東海防衛支局

夏号の主な内容

♦ 東海防衛セミナーの開催

♦ 防衛力の抜本的強化を支える東海３県の防衛生産・技術基盤

♦ 伊勢湾掃海訓練 / スーダン共和国在留邦人の輸送支援ほか

♦ 同志国等との連携

♦ 自衛隊の記念行事

♦ 海上自衛隊艦艇の特別公開及び一般公開

♦ 特定防衛施設周辺整備調整交付金事業

♦ 移転措置事業における税金の優遇措置のお知らせ

ぼうえい ２０２３
令和５年

夏東 海 防 衛 だ よ り

愛知・岐阜・三重３県の防衛広報誌

令和５年春号より、名称を「ＴＯＫＡＩ」から「ぼうえい」に変更しました。

みなさまに我が国の防衛について「関心を持っていただきたい」「手に取って

いただきたい」という念いから、この名称にしたものです。

南知多町内海千鳥ヶ浜（愛知県）（写真提供：南知多町観光協会）



２０２３年（令和５年）夏号

我
が
国
は
、
戦
後
最
も
厳
し
く
複
雑
な
安

全
保
障
環
境
に
直
面
し
て
お
り
、
我
が
国
周

辺
で
は
軍
備
増
強
が
急
速
に
進
展
し
、
力
に

よ
る
一
方
的
な
現
状
変
更
の
圧
力
が
強
ま
っ

て
い
ま
す
。

政
府
は
、
こ
う
し
た
厳
し
い
安
全
保
障
環

境
に
対
応
す
る
た
め
、
令
和
４
年
12

月
に
、

国
家
安
全
保
障
戦
略
、
国
家
防
衛
戦
略
、
防

衛
力
整
備
計
画
の
３
文
書
を
閣
議
決
定
し
ま

し
た
。

今
後
、
３
文
書
に
沿
っ
た
施
策
や
事
業
を

円
滑
に
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
防
衛
施
設

周
辺
の
地
方
公
共
団
体
や
住
民
の
方
々
は
も

と
よ
り
、
よ
り
広
い
範
囲
の
皆
様
に
安
全
保

障
に
関
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
る
こ
と

が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

防
衛
省
で
は
、
様
々
な
機
会
を
捉
え
、
そ

う
し
た
理
解
と
協
力
の
確
保
に
努
め
て
お
り
、

そ
の
取
組
の
一
つ
と
し
て
、
防
衛
問
題
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

東
海
防
衛
支
局
で
は
、
令
和
５
年
２
月
28

日
（
火
）
、
三
重
県
津
市
に
所
在
す
る
津
リ

ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
お
城
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

「
日
本
を
守
る
た
め
の
防
衛
力
の
強
化
～
我

が
国
の
安
全
保
障
の
大
き
な
転
換
点
～
」

と
題
し
、
閣
議
決
定
さ
れ
た
3
文
書
と
ウ

ク
ラ
イ
ナ
情
勢
を
踏
ま
え
た
自
衛
隊
の
役
割

地方協力確保

東
海
防
衛
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
（
三
重
県
津
市
）

【開会挨拶：東海防衛支局長宮原賢治】

１

を
テ
ー
マ
と
し
た
東
海
防
衛
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
し
た
。

講
演
に
先
立
ち
、
主
催
者
の
東
海
防
衛
支

局
長
宮
原
賢
治
は
挨
拶
の
中
で
、
「
自
衛
隊

の
強
化
は
必
要
で
す
が
、
自
衛
隊
の
強
化
だ

け
で
は
国
の
防
衛
は
全
う
で
き
ま
せ
ん
。
国

全
体
と
し
て
総
合
的
な
防
衛
体
制
を
強
化
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
各
地
方
公
共

団
体
と
の
協
力
関
係
を
強
化
し
、
広
く
国
民

の
皆
様
に
、
防
衛
・
国
の
安
全
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
協
力
を
い
た
だ
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
」
と
本
セ

ミ
ナ
ー
の
趣
旨
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。



２０２３年（令和５年）夏号

【第２部講演：第３３普通科連隊長兼ねて久居駐屯地司令 金子洋幸１等陸佐】

【第１部講演：防衛省防衛政策局防衛政策課長 飯島秀俊】

【アンケートより】
ご意見・ご感想

☺３文書の意義・メ

ッセージがよく理解
できた。

☺日本の防衛の現状

や周辺国の脅威の緊
迫度が伝わった。

☺国の防衛に対して

関心を持つことが大
切と痛感した。

☺国として国際情勢

や技術の進歩に相対
した政策の改定をな
されているのだと実
感した。

☹時間が短いのでも

っとじっくり聞きた
い。

☹防衛力整備計画の

中の予算について、
もう少し時間をかけ
て説明して欲しかっ
た。

☹有事における自衛

隊の態勢や問題点な
どを聞きたかった。

２

第
２
部
で
は
、
陸
上

自
衛
隊
第
33
普
通
科
連

隊
長
兼
ね
て
久
居
駐
屯

地
司
令
の
金
子
洋
幸

１
等
陸
佐
が
、
「
ウ

ク
ラ
イ
ナ
情
勢
を
踏

ま
え
た
自
衛
隊
の
役

割
」
と
題
し
て
、
情

報
関
連
の
職
務
な
ど

を
通
じ
て
培
っ
て
き

そ
の
後
、
第
１
部
と
し
て
、
防
衛
省
防
衛
政
策
局

防
衛
政
策
課
長
の
飯
島
秀
俊
が
、
「
新
た
な
国
家
安

全
保
障
戦
略
、
国
家
防
衛
戦
略
及
び
防
衛
力
整
備
計

画
」
と
題
し
、
我
が
国
周

辺
の
軍
備
増
強
な
ど
、
３

文
書
策
定
の
背
景
に
あ
る

安
全
保
障
環
境
の
変
化
、

大
規
模
な
ミ
サ
イ
ル
攻
撃

や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
と
い

っ
た
「
新
し
い
戦
い
方
」

に
も
対
応
す
る
我
が
国
の

防
衛
力
の
抜
本
的
強
化
の

内
容
な
ど
に
つ
い
て
講
演

し
ま
し
た
。

ご
来
場
の
皆
様
は
、
熱
心
に
聴
講
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
講
演
の
後
に
は
質
疑
応
答
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
ご

協
力
い
た
だ
き
、
ご
感
想
や
貴
重
な
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
支
局
と
し
ま
し
て
は
、
い
た
だ
い
た
ご

意
見
な
ど
を
踏
ま
え
、
今
後
も
時
宜
に
適
し

た
東
海
防
衛
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
・
開
催
し
て

ま
い
り
ま
す
。

た
軍
事
に
関
す
る
高
い
分
析
力
を
基
に
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
軍
事
面
の
解
説
や
、
自
衛

隊
の
部
隊
指
揮
官
の
立
場
か
ら
見
た
今
後
の

自
衛
隊
の
役
割
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

「なぜ、いま
防衛力の抜本的強化が必要なのか」

我が国の安全保障・防衛の基本方針など、ポイントを絞って解
説しています。

ＱＲコードから、ぜひご覧ください。



戦
争
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
は

新
し
い
戦
い
方
に
対
応
す
る
た
め
の
課
題

他
国
と
の
外
交
に
よ
っ
て
戦
争
を

未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
最
も
重
要
で
す
。

し
か
し
、
外
交
努
力
を
尽
く
し
て
も

戦
争
に
至
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
軍
事
的
に
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

は
、
ロ
シ
ア
か
ら
「
国
を
守
る
た
め

に
十
分
な
力
を
持
っ
て
い
な
い
」
と

思
わ
れ
た
た
め
、
ロ
シ
ア
に
侵
略
を

思
い
と
ど
ま
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
戦
争
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
に
は
、
国
を
確
実
に
守
り
抜
く

力
を
も
っ
て
、
他
の
国
に
「
日
本
を

攻
め
て
も
目
標
を
達
成
で
き
な
い
」

と
思
わ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
は
、
戦

闘
機
・
艦
艇
・
戦
車
な
ど
の
従
来
型
の
兵
器

の
み
な
ら
ず
、
大
規
模
な
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
、

無
人
機
等
に
よ
る
非
対
称
的
な
攻
撃
、
そ
し

て
、
情
報
戦
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
新
し
い
戦
い

方
に
対
応
で
き
る
か
ど
う
か
が
、
我
が
国
を

守
る
上
で
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

３２０２３年（令和５年）夏号

我
が
国
の
防
衛
力
の
抜
本
的
強
化

国
民
の
命
と
平
和
な
暮
ら
し
、
そ
し
て
、

我
が
国
の
領
土
・
領
海
・
領
空
を
断
固
と
し

て
守
り
抜
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
相
手

の
能
力
と
新
し
い
戦
い
方
に
着
目
し
た
防
衛

力
の
抜
本
的
強
化
を
行
う
こ
と
で
、
我
が
国

を
断
固
と
し
て
守
り
抜
く
と
い
う
意
思
と
、

十
分
な
能
力
が
あ
る
こ
と
を
認
識
さ
せ
、
相

手
に
我
が
国
を
侵
略
す
る
意
思
を
持
た
せ
な

い
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

国
際
社
会
が
戦
後
最
大
の
試
練
の
時
を
迎

え
る
中
で
日
本
は

防
衛
力
の
抜
本
的
強
化
を
支
え
る

東
海
３
県
の
防
衛
生
産
・
技
術
基
盤

な
ぜ
今

抜
本
的
強
化
が
必
要
な
の
か

防 衛 装 備 品

調 達 事 務
昨
年
末
に
国
家
安
全
保
障
戦
略
な

ど
安
全
保
障
関
連
の
３
文
書
が
閣
議

決
定
さ
れ
、
防
衛
力
の
抜
本
的
強
化

が
示
さ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
防
衛

力
を
支
え
て
き
た
東
海
３
県
の
防
衛

生
産
・
技
術
基
盤
は
、
今
後
も
重
要

な
役
割
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
防
衛
力
の
抜
本
的
強
化
に

関
連
す
る
東
海
３
県
の
防
衛
生
産
・

技
術
基
盤
の
色
々
な
分
野
を
次
回
以

降
に
紹
介
し
て
い
く
予
定
で
す
。
今

回
は
、
な
ぜ
今
防
衛
力
の
抜
本
的
強

化
が
必
要
な
の
か
を
紹
介
し
ま
す
。

北朝鮮が発射した新型ＩＣＢＭ級弾道
ミサイル「火星17」型（2022年11月）
【朝鮮中央通信】

中
国
、
北
朝
鮮
、
ロ
シ
ア
が
軍
事
力
を
増

強
し
つ
つ
軍
事
活
動
を
活
発
化
す
る
中
、
我

が
国
は
そ
の
最
前
線
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
軍
事
活
動
の

活
発
化
が
地
域
、
ひ
い
て
は
国
際
社
会
全
体

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
注
視
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
後
の
我
が
国
の

安
全
保
障
・
防
衛
政
策
の
在
り
方
が
、
地
域

と
国
際
社
会
の
平
和
と
安
定
に
直
結
し
ま
す
。

我
が
国
は
、
戦
後
、
最
も
厳
し
く
複
雑
な
安

全
保
障
環
境
に
直
面

ウクライナ政府が撃墜したと発表したロシ
ア軍のイラン製ＵＡＶ（2022年10月）
【ウクライナ大統領府】

尖閣諸島周辺で活動する中国軍艦
艇ジャンウェイⅡ級フリゲート

能力向上型迎撃ミサイル
(ＰＡＣ－３ＭＳＥ)

我
が
国
周
辺
の
安
全
保
障
環
境
は
世
界
的

に
も
特
に
厳
し
く
、
欧
州
で
起
き
て
い
る
こ

と
は
こ
の
地
域
で
も
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
「
力
に
よ
る
一
方
的
な
現
状
変
更
」

を
抑
止
す
る
た
め
に
は
、
相
手
の
能
力
に
着

目
し
つ
つ
、
新
し
い
戦
い
方
に
対
応
で
き
る

防
衛
力
を
備
え
た
国
家
に
な
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

露軍のミサイル攻撃により破壊さ
れたザポリッジャ市の集合住宅
（2023年3月）
【ウクライナ緊急事態庁】

緊急発進実施回数の推移

2010年度代は2000年度代に比して約４倍に急増



ス
ー
ダ
ン
共
和
国
在
留
邦
人
の
輸
送
支
援
ほ
か

２０２３年（令和５年）夏号

令
和
5
年
2
月
6
日
、
ト
ル
コ
南
東
部
を
震

源
と
す
る
地
震
に
よ
り
、
ト
ル
コ
共
和
国
に
お

い
て
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

航
空
自
衛
隊
小
牧
基
地
に
所
属
す
る
Ｋ
Ｃ―

 

７
６
７
空
中
給
油
・
輸
送
機
が
、
パ
キ
ス
タ
ン

に
あ
る
テ
ン
ト
な
ど
の
緊
急
援
助
物
資
を
ト
ル

コ
共
和
国
ま
で
輸
送
す
る
た
め
、

3
月
14
日
に

同
基
地
を
出
発
し
、
3
月
17
日
か
ら
23
日
に
か

け
て
、
パ
キ
ス
タ
ン
か
ら
ト
ル
コ
共
和
国
に
テ

ン
ト
な
ど
約
89･

５
ト
ン
を
届
け
ま
し
た
。

４

自衛隊の活動

（パキスタンでの荷積み作業） （小牧基地を出発する隊員）（ＫＣ-７６７空中給油・輸送機 ）

【トルコ共和国への国際緊急援助活動に必要な機材等の輸送（写真提供：統合幕僚監部）】

自衛隊の訓練

伊
勢
湾
掃
海
訓
練

ト
ル
コ
共
和
国
に
お
け
る
国
際
緊
急
援
助
活
動

防
衛
省
は
、
令
和
５
年
４
月
20
日
、
ス
ー
ダ

ン
共
和
国
の
情
勢
が
悪
化
す
る
中
、
同
国
に
滞

在
す
る
邦
人
ら
の
輸
送
支
援
の
た
め
、
航
空
支

援
集
団
司
令
官
（
航
空
自
衛
隊
府
中
基
地
）
を

指
揮
官
と
す
る
在
ス
ー
ダ
ン
共
和
国
邦
人
等
輸

送
統
合
任
務
部
隊
を
編
成
し
、
空
輸
隊
を
は
じ

め
と
す
る
自
衛
隊
部
隊
を
活
動
拠
点
が
あ
る
ジ

ブ
チ
共
和
国
へ
派
遣
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し

た
。4

月
21
日
以
降
、
小
牧
基
地
か
ら
Ｃ―

１
３

０
輸
送
機
、
Ｋ
Ｃ―

７
６
７
空
中
給
油
・
輸
送

機
が
ジ
ブ
チ
共
和
国
に
向
け
て
出
発
し
、
任
務

を
完
了
し
帰
還
し
ま
し
た
。

【掃海訓練の様子】

津市

松阪市

我
が
国
の
防
衛
目
標
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
我
が
国
自
身
の
防
衛
体

制
の
強
化
、
日
米
同
盟
の
抑
止
力
と

対
処
力
の
強
化
、
同
志
国
等
と
の
連

携
が
必
要
で
す
。

海
上
自
衛
隊
は
、
令
和
５
年
２
月

１
日
か
ら
10
日
ま
で
の
間
、
伊
勢
湾

に
お
い
て
、
艦
艇
及
び
航
空
機
を
用

い
た
機
雷
戦
訓
練
及
び
掃
海
特
別
訓

練
（
日
米
共
同
訓
練
）
を
実
施
し
ま

し
た
。

現
在
、
海
上
自
衛
隊
で
は
、
硫
黄

島
、
陸
奥
湾
、
日
向
灘
及
び
伊
勢
湾

の
４
カ
所
で
掃
海
訓
練
を
実
施
し
て

お
り
、
中
で
も
伊
勢
湾
は
、
一
連
の

訓
練
を
締
め
く
く
る
総
括
的
訓
練
と

の
位
置
づ
け
に
あ
っ
て
極
め
て
重
要

な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
般
の
訓
練
に
お
い
て
は
、
海
上

自
衛
隊
の
機
雷
戦
能
力
の
向
上
が
図

ら
れ
る
と
と
も
に
、
米
海
軍
の
水
中

処
分
員
な
ど
の
参
加
に
よ
り
、
共
同

作
戦
能
力
の
向
上
が
図
ら
れ
、
日
米

同
盟
の
抑
止
力
と
対
処
力
の
強
化
に

寄
与
し
ま
し
た
。



２０２３年（令和５年）夏号

【豪空軍ＫＣ－３０Ａと航空自衛隊Ｆ－１５（写真提供：航空自衛隊） 】

日
豪
空
中
給
油
適
合
性
確
認
試
験

自衛隊の活動

同
志
国
等
と
の
連
携

日
印
共
同
訓
練
／
日
豪
空
中
給
油
適
合
性
確
認
試
験

日
印
共
同
訓
練
（
ダ
ル
マ
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
）

【印軍と航空自衛隊隊員（写真提供：小牧基地）】

※ ダルマは、インドでは法・秩序・正義の意味を持ち、日本では縁起

物として親しまれており、両国の信頼醸成と世界平和への願いを表現す

るとともに、ガーディアンで太平洋地域の守護神を表現しています。

５

我
が
国
の
安
全
保
障
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

一
か
国
で
も
多
く
の
国
々
と
の
連
携
強
化
が
極

め
て
重
要
で
あ
り
、
防
衛
協
力
・
交
流
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
国
家
防
衛
戦
略
に
示
す
第
３
の
ア
プ
ロ

ー
チ
「
同
志
国
等
と
の
連
携
」
に
沿
っ
た
防
衛

省
・
自
衛
隊
の
取
組
の
う
ち
、
東
海
防
衛
支
局

の
管
内
で
行
わ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

陸
上
自
衛
隊
は
、
令
和
５
年
２
月
17
日
か
ら

３
月
２
日
ま
で
の
間
、
饗
庭
野
演
習
場
（
滋
賀

県
高
島
市
）
な
ど
に
お
い
て
、
対
テ
ロ
戦
術
技

量
の
向
上
と
印
陸
軍
と
の
更
な
る
連
携
強
化
を

目
的
と
し
、
国
内
で
初
と
な
る
印
陸
軍
と
の
実

動
訓
練
「
ダ
ル
マ
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
22
（※

）
」

を
行
い
ま
し
た
。

訓
練
に
参
加
し
た
印
陸
軍
の
要
員
は
、
航
空

自
衛
隊
小
牧
基
地
に
空
路
入
国
し
た
後
、
陸
上

自
衛
隊
車
両
に
よ
り
饗
庭
野
演
習
場
へ
移
動
し

ま
し
た
。

当
支
局
は
、
小
牧
基
地
に
関
係
す
る
地
方
公

共
団
体
に
対
し
、
所
要
の
情
報
提
供
を
行
う
な

ど
、
訓
練
の
円
滑
な
実
施
に
寄
与
し
ま
し
た
。

航
空
自
衛
隊
は
、
令
和
５
年
３
月
29
日
か
ら
４

月
27
日
ま
で
の
間
、
岐
阜
基
地
所
属
の
Ｆ-

15
Ｊ
／

Ｄ
Ｊ
戦
闘
機
と
豪
空
軍
空
中
給
油
機
Ｋ
Ｃ-

30
Ａ
に

よ
る
日
豪
空
中
給
油
適
合
性
確
認
試
験
を
行
い
ま

し
た
。

ま
た
、
こ
の
間
、
航
空
自
衛
隊
の
空
中
給
油

機
の
母
基
地
で
あ
る
小
牧
基
地
が
、
豪
空
軍
の

空
中
給
油
機
の
活
動
拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
確
認
試
験
は
、
航
空
自
衛
隊
と
豪
空
軍

と
の
間
で
空
中
給
油
を
含
む
高
度
な
訓
練
を
行

う
に
当
た
っ
て
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
す
。

当
支
局
は
、
岐
阜
基
地
及
び
小
牧
基
地
に
関

係
す
る
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
所
要
の
情
報

提
供
を
行
う
な
ど
、
確
認
試
験
の
円
滑
な
実
施

に
寄
与
し
ま
し
た
。



自
衛
隊
の
記
念
行
事

（
空
自
）
小
牧
基
地
オ
ー
プ
ン
ベ
ー
ス
／
（
陸
自
）
春
日
井
駐
屯
地
創
立
56
周
年
記
念
行
事
／

（
陸
自
）
久
居
駐
屯
地
開
設
71
周
年
記
念
行
事

２０２３年（令和５年）夏号

自衛隊記念行事

６

我
が
国
の
安
全
保
障
を
支
え
る
た
め
に

は
、
社
会
的
基
盤
の
強
化
が
必
要
で
あ
り
、

防
衛
施
設
が
所
在
す
る
地
方
公
共
団
体
や

地
域
住
民
の
方
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

得
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

東
海
3
県
に
所
在
す
る
各
自
衛
隊
施
設

で
は
、
自
衛
隊
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
、
航
空
祭
や
記
念
行
事
な

ど
を
開
催
し
、
施
設
を
一
般
の
方
々
に
開

放
し
、
地
域
の
皆
様
と
交
流
を
図
っ
て
い

ま
す
。

令
和
５
年
３
月
5
日
に
、
航
空
自
衛
隊

「
小
牧
基
地
オ
ー
プ
ン
ベ
ー
ス
」
（
愛
知

県
小
牧
市
）
、
３
月
26
日
に
、
陸
上
自
衛

隊
「
春
日
井
駐
屯
地
創
立
56
周
年
記
念
行

事
」
（
愛
知
県
春
日
井
市
）
、
４
月
９
日

に
、
陸
上
自
衛
隊
「
久
居
駐
屯
地
開
設
71

周
年
記
念
行
事
」
（
三
重
県
津
市
）
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

航
空
祭
や
記
念
行
事
で
は
、
来
場
さ
れ

た
方
々
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
ブ

ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
の
飛
行
や
戦
車
な
ど
に

よ
る
模
擬
訓
練
、
自
衛
隊
車
両
な
ど
の
装

備
品
の
展
示
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【小牧基地オープンベースの様子（写真提供：小牧基地）】

【春日井駐屯地創立56周年記念行事の様子（写真提供：春日井駐屯地）】

【久居駐屯地開設71周年記念行事の様子（写真提供：久居駐屯地）】



海
上
自
衛
隊
艦
艇
の
特
別
公
開
及
び
一
般
公
開

艦艇広報

２０２３年（令和５年）夏号

蒲
郡
港
で
は
、
令
和
5
年
２
月
11

日
及
び
12
日
に
機
雷
戦
訓
練
に
参
加

し
た
輸
送
艦
「
し
も
き
た
」
、
掃
海

艦
「
ひ
ら
ど
」
及
び
掃
海
艇
「
み
や

じ
ま
」
の
一
般
公
開
を
行
い
ま
し
た
。

岸
壁
に
は
自
衛
隊
グ
ッ
ズ
や
地
元

の
特
産
品
の
販
売
ス
ペ
ー
ス
が
設
け

ら
れ
、
海
軍
カ
レ
ー
な
ど
を
買
い
求

め
る
多
く
の
方
々
や
地
元
特
産
品
を

手
に
取
る
自
衛
隊
員
で
賑
わ
い
ま
し

た
。当

日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
２

日
間
で
約
６
千
３
百
人
の
方
々
が
訪

れ
ま
し
た
。

【掃海艦「ひらど」】

【輸送艦「しもきた」】 【「しもきた」の艦内を見学する招待者】

【「ひらど」の装備品について説明を受ける招待者】

７

【一般公開の様子】

海
上
自
衛
隊
は
、
令
和
５
年
２
月

１
日
か
ら
10
日
に
か
け
て
伊
勢
湾
掃

海
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

掃
海
訓
練
期
間
中
の
2
月
5
日
に

は
、
訓
練
に
参
加
し
た
艦
艇
が
補
給

の
た
め
に
三
重
県
松
阪
港
に
入
港
す

る
機
会
を
利
用
し
、
掃
海
艦
「
ひ
ら

ど
」
の
特
別
公
開
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
掃
海
訓
練
の
実
施
に
際

し
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
三

重
県
内
の
地
方
公
共
団
体
や
漁
業
関

係
者
の
方
々
な
ど
を
お
招
き
し
、
概

況
説
明
、
艦
内
及
び
装
備
品
の
見
学

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
掃
海
訓
練
終
了
後
の
２
月

11
日
に
は
、
愛
知
県
蒲
郡
港
で
輸
送

艦
「
し
も
き
た
」
の
特
別
公
開
を
実

施
し
、
掃
海
訓
練
の
実
施
に
際
し
多

大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
愛
知
県

内
の
地
方
公
共
団
体
や
漁
業
関
係
者

の
方
々
を
お
招
き
し
、
概
況
説
明
、

艦
内
及
び
装
備
品
の
見
学
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

一
般
公
開
（
愛
知
県
蒲
郡
港
）

【令和5年2月5日 松阪港での特別公開の様子】

【令和5年2月11日 蒲郡港での特別公開の様子】

特
別
公
開
（
三
重
県
松
阪
港
／

愛
知
県
蒲
郡
港
）



特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整
交
付
金
事
業

小
牧
市
医
療
用
施
設
購
入
事
業
／
各
務
原
市
こ
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

２０２３年（令和５年）夏号

本
事
業
は
、
各
務
原
市
が
「
福
祉

医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
」
に
基

づ
き
実
施
し
て
い
る
、
中
学
生
以
下

の
住
民
の
適
正
な
医
療
機
会
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、
子
育
て
世
帯
の
経

済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
の
医

療
費
助
成
事
業
に
対
し
て
交
付
金
を

交
付
す
る
も
の
で
す
。

本
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
け
が
や

病
気
で
岐
阜
県
内
の
医
療
機
関
で
受

診
し
た
際
、
受
診
者
が
窓
口
で
保
険

証
と
と
も
に
福
祉
医
療
費
受
給
者
証

を
提
示
す
る
こ
と
で
、
自
動
的
に
同

市
が
一
部
負
担
金
（
医
療
費
等
）
を

負
担
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
岐
阜
県
以
外
の
医
療
機
関

で
受
診
し
た
場
合
に
は
、
受
診
者
が

窓
口
で
い
っ
た
ん
一
部
負
担
金
を
支

払
い
、
後
日
、
受
診
時
の
領
収
書
等

に
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
等
を
添
え

て
、
同
市
へ
医
療
費
助
成
申
請
を
行

う
こ
と
で
助
成
が
行
わ
れ
ま
す
。

本
交
付
金
を
同
市
が
負
担
す
る
医

療
費
に
充
て
る
こ
と
に
よ
り
、
同
市

の
財
政
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
と
と
も

に
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
に

つ
い
て
も
軽
減
さ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。

【左：Ⅹ線骨密度測定装置、右：デジタルマンモグラフィー装置（写真提供：小牧市） 】

防
衛
省
で
は
、
防
衛
施
設
の
設

置
・
運
用
に
伴
う
周
辺
地
域
の
生

活
環
境
や
開
発
へ
の
影
響
な
ど
を

考
慮
し
、
特
に
配
慮
が
必
要
な
場

合
、
防
衛
施
設
周
辺
の
生
活
環
境

の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
第
９
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定
防
衛
施

設
及
び
特
定
防
衛
施
設
関
連
市
町

村
の
指
定
を
行
い
、
当
該
市
町
村

が
行
う
公
共
用
施
設
の
整
備
事
業

な
ど
に
交
付
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。当

支
局
管
内
で
は
、
航
空
自
衛

隊
小
牧
基
地
及
び
航
空
自
衛
隊
岐

阜
飛
行
場
を
特
定
防
衛
施
設
に
指

定
し
、
ま
た
、
小
牧
基
地
関
係
で

は
小
牧
市
、
春
日
井
市
及
び
豊
山

町
を
、
岐
阜
飛
行
場
関
係
で
は
各

務
原
市
を
特
定
防
衛
施
設
関
連
市

町
村
に
指
定
し
て
い
ま
す
。

業
に
対
し
て
交
付
金
を
交
付
し
た

も
の
で
す
。

デ
ジ
タ
ル
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

装
置
は
、
３
Ｄ
の
高
画
質
で
、
圧

迫
撮
影
に
よ
る
痛
み
軽
減
機
能
付

き
で
あ
り
、
乳
が
ん
検
診
に
お
け

る
早
期
発
見
・
治
療
に
欠
か
せ
な

い
も
の
で
す
。

ま
た
、
Ｘ
線
骨
密
度
測
定
装
置

は
、
腰
椎
や
大
腿
骨
の
骨
密
度
を

測
定
し
、
骨
粗
し
ょ
う
症
の
診
断

や
要
介
護
・
寝
た
き
り
な
ど
の
大

き
な
原
因
と
な
る
骨
折
リ
ス
ク
の

評
価
に
役
立
つ
も
の
で
あ
り
、
生

活
の
改
善
や
治
療
に
欠
か
せ
な
い

も
の
で
す
。

現
在
、
両
装
置
は
フ
ル
稼
働
し
、

小
牧
市
民
の
検
診
や
健
康
維
持
な

ど
に
貢
献
し
て
お
り
、
市
民
か
ら

は
「
装
置
が
新
し
く
な
り
、
負
担

も
軽
く
安
心
し
て
受
診
で
き
る
」

と
喜
び
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。

【
各
務
原
市
担
当
者
の
声
】

本
助
成
事
業
は
、
子
育
て
世
帯
の
経
済

的
負
担
軽
減
が
さ
れ
る
と
と
も
に
、
市
の

予
算
財
源
の
軽
減
が
図
ら
れ
喜
ば
し
く
思

い
ま
す
。

特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整

交
付
金
事
業
と
は

小
牧
市
・
医
療
用
施
設
購
入
事
業

各
務
原
市
・
医
療
に
関
す
る
事
業

（
こ
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
）

８

本
事
業
は
、
小
牧
市
が
令
和
4

年
度
に
市
民
病
院
に
デ
ジ
タ
ル
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
装
置
及
び
Ｘ
線

骨
密
度
測
定
装
置
を
整
備
す
る
事

【
小
牧
市
担
当
者
の
声
】

両
医
療
装
置
は
、
健
康
寿
命
の
増
加

や
早
期
の
乳
が
ん
治
療
等
に
役
立
ち
、

市
民
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
で
あ
り
、

医
師
や
看
護
師
か
ら
は
「
操
作
が
し
や

す
く
な
り
、
的
確
な
診
断
等
に
役
立
っ

て
い
る
」
と
の
声
が
あ
り
ま
す
。

防 衛 施 設

周辺対策事業



令和６年度防衛省職員採用のご案内

東海防衛支局ホームページ
「採用情報」
https://www.mod.go.jp/rdb/toukai/saiyou/saiyou.html

人事院ホームページ
「国家公務員試験採用情報ＮＡＶＩ」
https://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.html

防衛省職員業務説明

【大卒程度採用イベント】
・６月中旬～７月上旬：業務説明会／現場説明会／職員との懇談会
・７月上旬～８月中旬：官庁訪問
・８月中旬（国家公務員試験最終合格発表後）：採用面接

新着任者紹介（令和５年４月１日付）

９２０２３年（令和５年）夏号

発行：東海防衛支局広報誌編集委員会
〒460-0001 愛知県名古屋市中区三の丸2-2-1 名古屋合同庁舎第１号館 電話052-952-8212

２０２３年（令和５年）夏号 （通巻第５５号)   https://www.mod.go.jp/rdb/tokai/

総務課長
松本 光成

施設企画課長
久世 陽二

施設企画課長に着
任しました久世です。
当課は、防衛施設
に関する地元調整
等、多岐にわたる業
務を担当しています
ので、 初の支局勤
務ですが、皆さんと
一致団結して頑張り
ます。

総務課長に着任
しました松本です。
初めての東海地
区勤務となります
ので、観光地巡り
や美味しい特産品
など楽しみにして
います。
どうぞ宜しくお願い
いたします。

防音対策課長
金城 秀利

防音対策課長に
着任しました金城
です。
防衛施設関係自
治体をはじめとす
る地域の皆様との
信頼関係を大切
にし、さらに発展
するよう努力して
まいります。

防衛省現場説明会
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報道官
山田 一人

報道官に着任し
ました山田です。
東海防衛支局、
防衛省・自衛隊の
活動について、広
報誌などを通じて
幅広くPRしていき
たいと思います。
どうぞ宜しくお願
いいたします。

東海防衛支局では、国家公務員採用一般職試験（大卒程度試験・高卒者試験・社会人試験（係員
級））合格者から防衛省職員を採用しています。

令和６年度新規採用に関する採用イベントを各試験区分ごとに実施しますので、詳細は東海防衛
支局ＨＰ等からご確認の上、ぜひご参加ください。


